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本日の内容：

ワクチンとは

ワクチンの役割

ワクチンの分類

ワクチンの効果

ワクチンに対する誤解

ワクチンで予防可能な疾患の流行

海外渡航前の準備としてのワクチン接種（トラベラーズワクチン)

ワクチンの選択

定期予防接種キャッチアップ

任意予防接種



ワクチン？

• 治療法がなく、重症疾患で流行する疾患に対してはワ
クチン接種が望まれる。

• 感染自体を予防（麻疹、風疹など）

• 病原体の定着を予防（小児肺炎球菌など）

• 発症を防ぐ（B型肝炎など）

• 感染による重症化を防ぐ（インフルエンザなど）

• 感染による合併症を防ぐ（HPVなど）
*ただし、ワクチンによる予防効果は100%ではない



ワクチンの役割

• 個人の感染症予防の手段

• 任意（推奨)予防接種

• トラベラーズワクチン

• 集団の免疫力を高め、感染症流行を予防

• 定期予防接種

• EPIプログラム（予防接種拡大計画)

• 義務（要求）予防接種

感染に対する抵抗力（免役）を事前に獲得して、感染を
防いだり、感染時の重症化を防ぐ方法



ワクチン製剤の内容による分類

トラベラーズワクチン 予防接種を受けるにあたって, NCGM DCC 2013
http://www.ncgm.go.jp/dcc/travel_clinic/files/TravelersVaccine.pdf

http://www.ncgm.go.jp/dcc/travel_clinic/files/TravelersVaccine.pdf


免疫の獲得



ワクチン接種の目的別分類
• Routine Immunization (定期予防接種）

 各国で小児対象に実施している予防接種

 罹患のリスクを考慮して特定の時期を決めて接種を行う。

 学校入学時に接種終了を要求する国あり

 ポリオ、DPT、麻疹、風疹、水痘、日本脳炎、BCG、Hib、肺炎球菌、B型肝炎 HPV、インフル
エンザ

• Required Immunization（義務（要求）予防接種）

 入国時に接種が義務付けられている予防接種

 海外では学校入学時に要求するワクチンあり

 黄熱、髄膜炎菌(サウジアラビアのHajj)

• Recommended Immunization（推奨（任意)予防接種）

 滞在国の保健状況、対象者の活動状況などにより推奨される予防接種

 A型肝炎、B型肝炎、腸チフス、髄膜炎菌、ポリオ、狂犬病、黄熱、日本脳炎、TBE、コレラ、
流行性耳下腺炎、ダニ脳炎
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＜出典＞
1.米国疾病予防管理センター. 1900～1999年の公衆衛生における成果, 全小児に推奨されているワクチンの影響
―米国1990～1998年. MMWR 48:243-248, 1999年. 

http://www.cdc.gov/mmwr/preview/mmwrhtml/00056803.htm
2.米国疾病予防管理センター. 報告対象疾患の要約―米国, 2009年. MMWR 58 (53): 85-87, 2011年5月13日. 

http://www.cdc.gov/mmwr/pdf/wk/mm5853.pdf
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それでもワクチン接種に反対する意見があるのはなぜ？

• 誤解１．衛生状況改善で、ワクチンを始める前に疾患はなくなってきている。

• 誤解２．患者の多くがワクチン接種した人であり、ワクチンは必要ない。

• 誤解３．ワクチンの中で命にかかわるような重症の副作用の原因となるものがある。

• 誤解４．ワクチンは重大な副作用の原因となる可能性がある。 まだ知られていない
副反応が出現する可能性がある。

• 誤解５．自分の住む国ではなくなった疾患に対してワクチンは必要ない。

• 誤解６．ワクチンの複数同時接種は副反応の率を高くする。

科学的に答えてない場合に、上記のような誤解を一般に広めている。



ワクチンに関する６つの誤解を解くための返答

Six common misconceptions about 
vaccination--and how to respond to 
them

International Journal of Trauma Nursing
Volume 4, Issue 3, July–September 1998, Pages 109-112

https://www.sciencedirect.com/journal/international-journal-of-trauma-nursing
https://www.sciencedirect.com/journal/international-journal-of-trauma-nursing/vol/4/issue/3


誤解１．

衛生状況改善で、ワクチンを始める前に疾患はなくなって
きている。



衛生状況改善で、ワクチンを始める前に疾患はなくなってきている。

• ワクチンは要らないと言う時によくあるコメントです。

• 治療医学の発達、栄養の改善など社会の発展による間接的
な影響は否定できない。

• 1963年ワクチン導入後の麻疹患者数の減少は説明できない。

• Hib B型肝炎 ポリオの例 環境と関連なく患者の減少

• 百日咳トキソイド中止の影響 患者の増加









経済発展と保健指標

日本平均余命82.9歳、

一人当たりGNP33,885ドル



誤解２

患者の多くがワクチン接種した人であり、ワクチンは必要ない



患者の多くがワクチン接種した人

• ワクチンの効果は100％ではない。85％から95％である。

• 1000人の生徒のうち995人がワクチン接種を受けていて、ワクチンの
効果が99％だったと仮定する。

995×0.01＝9.95（約10名が免疫獲得できず)
• ウイルスの暴露して抵抗力のない者は全て感染すると仮定する。

ワクチン未接種者の罹患者 5名
ワクチン接種者の罹患者 10名

• しかし985名は予防できた。もしワクチン接種していなければ1000名
近い罹患者となる。



誤解３

ワクチンの中で命にかかわるような重症の副作用の原因
となるものがある



ワクチンの中で命にかかわるような重症の副作用
の原因となるものがある（HOT LOT)

問題となるワクチンの番号を保護者は調べるべきというが

2つの誤解がある。

• Lotを知らせて副反応報告をするのは今後の調査のためであり、
ワクチンの不良を知らせるものではない。

• ワクチンのLot番号を使用する対象のワクチン数は一定ではなく、

数十万～数百万回分までさまざまで、一度に多く作ったワクチン
では副反応報告は多くなるのは当然。



誤解４

ワクチンは重大な副作用の原因となる可能性がある。 まだ知
られていない副反応が出現する可能性がある。



ワクチンは重大な副作用の原因となる可能性がある。まだ知ら
れていないもののある。 はい、可能性はあります。

オリンピック選手
になる可能性

雷に打たれる可能性

億万長者になる
可能性



ワクチンは重大な副作用の原因となる可能性がある。
まだ知られていない副反応がある。

• ワクチンの副反応の大半は軽いもので管理可能である。

• 数千から数百万に1例重症副反応の報告はある。死亡例の報告は極
めて少ない。直接ワクチンの影響ではなく他の要因が関連している。

• 接種後の副反応報告制度によって調査を続けている。

例として

• DPTと乳児突然死が関連づけられるが統計的に関連性はない。（1980
年代研究）

• DPTがなければ百日咳で死亡する乳児は4倍になると試算されている。



誤解５

自分の住む国ではなくなった疾患に対してワクチンは
必要ない。



関西空港が感染源？はしか、感染拡大の恐れ１週
間で患者２７人！封じ込め急務！

• 2016年9月5日
• ニュース・解説

• 関西空港のはしか感染、
計３４人に…医師と救急隊
員も

出典：http://image.news.livedoor.com



2015年以降はは輸入麻疹が主



自分の住む国ではなくなった疾患に対してワク
チンは必要ない。

• 他国では感染流行は起こっており、持ち込むことがあり得る。

• 免疫を持たないものが多くなると国内での流行の原因となる。

• 流行阻止にはある程度以上のワクチン接種率が必要。



誤解６

ワクチンの複数同時接種は副反応の率を高くする。



ワクチンの複数同時接種は副反応の率を高くする。

• 毎日食べる食事には何種類もの菌やウイルスが含まれている。

• 口腔内は細菌に満ちている。

• 体の免疫は複数の抗原に対しているも同時に反応している。

• ワクチンに対する反応も同じと考える。

• 抗体産生能は確認されている。

• 接種ワクチンそれぞれに福藩が起こる可能性はあり、接種本数
が多いと出現の可能性は高くなる。（足し算であり、増幅効果は
ない）



アイルランドの保健大臣の言葉

• 'If you want to give medical advice on vaccinations, 
become a doctor. If not, get out of the way‘

• 医師でもワクチンは必要ないといっている方もいますが、
科学的な思考が必要です。



では、
なぜワクチンで予防可能な感染症が流行するのか？

• ワクチンを受けなかったが、対象の疾患にかからず大きくなった。

• ワクチンを受けたけれど免疫が出来なかった。

• ワクチンを受けて免疫は出来たけれど、だんだん免疫の記憶が
弱くなって効果が下がってきた。

• 疾患に抵抗力がない人の間に病原が持ち込まれた。

• 感染可能時期に広範囲の移動したため多くの人に接触した。

免疫のない人の所へ病原菌が持ち込まれた場合に流行する





定期予防接種のキャッチアップとは
• 定期予防接種（Routine Vaccines) 

 罹患しやすい時期あるいは重症化しやすい時期、免疫能
の発達状況を考慮して接種計画が作られている。

 基礎免疫を獲得するための接種回数が指定されている。

 集団で流行が発生しないために一定以上の接種率が求め
られる。

接種時期に必要な回数を接種できない場合に、充分な免疫を
得るために遅れて接種する場合をキャッチアップ接種という。



定期予防接種の種類
2022年 日本 1996年 日本 2017年 アメリカ合衆国

ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ
BCG
麻疹
風疹
水痘
日本脳炎
B群インフルエンザ桿菌
肺炎球菌
ヒトパピローマウイルス感染症（HPV)
B型肝炎
インフルエンザ

ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ
BCG
麻疹
風疹

日本脳炎

ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ

麻疹
風疹
水痘
おたふく
B群インフルエンザ桿菌
肺炎球菌
ヒトパピローマウイルス感染症（HPV)
B型肝炎
A型肝炎
髄膜炎菌性髄膜炎
ロタウイルス感染症



日本におけるキャッチアップガイドライン
• 予防接種に関するQ&A

• 基本的に定期接種の推進が主体

• 定期は接種時期に制限がある

• 予防接種リサーチセンター

• 自治体・医療機関からの接種に関す
る質問受付

• 予防接種ホットラインを設けている。

• 地域予防接種センター
• キャッチアップ予防接種
• トラベラーズワクチン
• ワクチンに関する問い合わせ



ポリオ

定期接種終了後であっても ポリオ患者発生国あるいは生ワクチン使用国へ
渡航する場合には不活化ポリオワクチン1回追加接種推奨



日本脳炎ワクチン特例措置

http://www.city.oyabe.toyama.jp/kosodate/mokuteki/kenko/yobousesshu/1458354872221.htm
l



HPVワクチンキャッチアップ



アメリカ合衆国の推奨接種方法

• CDC： Center for Disease Control and Prevention 

• ACIP： Advisory Committee on Immunization Practices

• IAC: Immunization Action Coalition



成人に対する推奨予防接種





計画から数年遅れて、再接種を希望する場合

• 定期予防接種（Routine Vaccine)の場合、接種間隔があいたとい
う理由で最初からやり直す必要はない。不足分を追加する。

• 弱毒生ワクチンの腸チフスワクチンの場合には期間内に接種で
きなければ再基礎接種が必要となる。



推奨接種計画から遅れている場合の対応

• 推奨する接種時期あるいは回数に達するまで最短接種期間で接
種を実施する。

• ワクチンによっては接種開始年齢により接種禁忌（ロタ）の場合
や接種回数の変化（Hib PCV13)があることを考慮する。



同種ワクチンを推奨より短い間隔で接種した場合

• 接種間隔が推奨より短期であっても数日の違いで免疫応答が
全く異なることはないと判断される。

• ＡＣＩＰでは推奨最短期間より４日前までの期間であれば有効接
種としている。ただし狂犬病ワクチンはこの適応ではない。

• また、接種適応年齢よりも４日早い場合も同様の対応とする。

• ５日以上早い場合には有効とせず再接種を進める。

• ２種の生ワクチンの接種間隔に４日ルールの適応はしない。



２種の生ワクチンを４週以内の間隔で接種した場合

• ２種の生ワクチンを同時接種ではなく４週以内の間隔で接種した
場合、後で接種したワクチンは効果がないと判断し再接種が薦め
られる。

• 別の方法として、接種１か月後に抗体検査を行い抗体上昇を確
認する方法があげられる。コストがかかることと数種類の疾患に
対する抗体価の評価を行う場合に複雑になる。



最短接種間隔・最少年齢

• ワクチン接種計画は臨床研究の結果に基づいて適切な間隔を
置いて接種するように作成される。

• 最短接種間隔とは後で接種するワクチンに対する免疫応答が
十分期待できる最短の接種間隔のことを言う

• それぞれのワクチン接種を開始できる最小の年齢

ＡＣＩＰの指標

www.cdc.gov/vaccines/hcp/acip-recs/index.
www.cdc.gov/mmwr/pdf/rr/rr6002.pdf, pages 36-37.

http://www.cdc.gov/vaccines/hcp/acip-recs/index
http://www.cdc.gov/mmwr/pdf/rr/rr6002.pdf






免疫グロブリン使用とワクチン接種の間隔

• 免疫グロブリンとワクチン接種の間隔をあける必要があるのは麻
疹と水痘に特別な配慮である。

• 帯状疱疹・黄熱・生インフルエンザ・ロタワクチンの場合は特に問
題とならない。



発熱後や抗生剤内服中のワクチン接種

• 全身状態良好の軽度の疾患であれば接種は可能。中等度ある
いは重症疾患では接種を控えることを検討。

• 延期の期間は疾患自体の重症度あるいは免疫反応に対する影
響などを考慮して決定。免疫低下が考慮される麻疹などは４週
延期を検討。（予防接種に関するQ&A参照）

• 感染性疾患との接触後のワクチン接種は禁忌ではないが説明
が必要

• 抗生剤内服中でも疾患自体が軽度であれば接種可能

• 接種した後の発熱がワクチンによるものか、罹患疾患によるも
かの判定が困難になるため、可能であれば数日後を検討。



妊娠可能年齢の女性へのワクチン接種

• 妊娠検査は一般的には行わない。

• 禁忌となるワクチンを接種する前に妊娠可能年齢の女性が妊娠
の可能性があることを申告した場合、検査を行うべきである。

• MMRV 黄熱 インフルエンザ生ワクチンなどは基本的に妊婦に
は禁忌

• 生ワクチン接種後４週間は避妊することが奨められる。（製造メー
カーによっては８週としている場合もある）



海外渡航前準備としての予防接種
接種すべきワクチンの選択基準

• 日本の定期予防接種（キャッチアップ)

• 渡航先の定期予防接種

• 渡航先・受け入れ国・機関の要求予防接種

• 現地特有の疾患に罹患するリスクを考慮して行う任意予防接種（トラ
ベラーズワクチン）

以上を検討して接種推奨ワクチンを選択し接種計画を立てる。



渡航先の感染リスク評価

渡航先 すべての訪問先、高度など

旅行日程 季節、各地での滞在期間など

危険因子との接触の可能性 職業、滞在施設、食事内容、性交渉、水泳

媒介生物との接触 蚊、蝿、節足動物、巻貝、動物

予防接種暦 接種日、接種ワクチン

基礎疾患と治療 疾患名、内服薬すべて

患者との接触 接触日、疾患名



海外で多い病気に対するワクチン
承認ワクチン 未承認（輸入）ワクチン

長期滞在時 A型肝炎

B型肝炎

破傷風

日本脳炎

狂犬病

麻疹・風疹

水痘

地域の状況 ポリオ（不活化ワクチン）

黄熱

髄膜炎菌

腸チフス

コレラ/毒素原性大腸菌

ダニ媒介脳炎

デング熱



キャッチアップ予防接種に関する今後の課題
繰り返すVPD流行の阻止のために

• 定期予防接種のキャッチアップガイドラインの作成

• 一般への持続的広報活動

• 予防接種記録の保管制度

• 集団生活前の抗体保有状況確認（入学時など）

• 海外からの留学生・労働者への接種推奨

• 災害時の緊急措置としてのキャッチアップ予防接種

• 緊急接種が必要な場合の接種体制整備



ワクチン 副反応







ワクチン接種後、副反応に対する注意は必要

 接種後早期に起こる副反応
 アナフィラキシーショック

 接種後数日から2週間までに起こる副反応
 免疫反応などによる症状

 生ワクチン接種時の反応
 接種ウイルスの増殖



アナフィラキシーショック
 ワクチンを含め注射薬全てで注意が必要なアレルギー反応

 接種後数時間までに起こる反応で多くは３０分以内に起こる
。

 息苦しさや、意識障害などが起これば救急対応が必要。

対応：接種後30分間病院で経過観察



ワクチン接種後の特異的生体反応
 自身を攻撃するような特異的な生体の反応が起こることが

ある。

 稀に重症化して後遺症を残す場合がある。

 発熱（38度以上）や激しい頭痛、関節痛、筋肉痛が続く

 接種後数日から2週間後に起こることが多い

対応：症状があれば医療機関受診



副反応

有害事象



ワクチン接種後の副反応と有害事象

成育医療センター 宮入 烈 先生２０１９年発表スライドより







HPVワクチン接種者と非接種者の優勝率比較

名古屋アンケート





ご清聴ありがとうございました。
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